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正しいのかというと、そうではない。飯塚朗氏は様々な資料を閲覧したうえで、 「曼殊はとっくに自分が日華の混血児であるということを十分知っていたと見たい」 （飯塚氏著書二八九頁）と述べ、蘇曼殊が十六歳のとき、彼が通った横浜の大同学校で教師が「相子（混血児） 」に手を挙げさせ ところ、曼殊も手を挙げたという話を紹介する。彼は自分が混血児であると理解してい 可能性は十分にあそれにもかかわらず、彼の生 立ちにつ て種々の憶測が浮上したのは、彼が自身の詩文や小説で、自分のプロフィールをさもありそうなふうに仕上げて らにほかならない。そしてそれは、自分にとって都合の良いプロフィールであったはずである。だ ら そ は友人た 対して敢えて真実を口にするようなこ はしなかったのである。　「本事詩十章」は、蘇曼殊が日本においての自身の経験を描出した作品である。 かも、自伝的作品 されてきた
『断鴻零雁記』 （一九一二年より執筆）などよりも早い段階でまとめられ、なおかつ、 『断鴻零雁記』と重 る記述も多いので、最も初期の自伝的作品と見做せ の が、従来研究対象とはされてこ かった。本論 この自伝的作品を通して、蘇曼殊がどのように自己をとらえ、 を描写していたのか こ 連作の発表によって何を伝 ようとした













に蘇曼殊と関係のある女性の影を見出すことはで る しかし、特定の誰かのために作られたと るよりは、蘇曼殊の日本での経験を綴った作品と見做すほうが穏当 と考える。詩中には、 「八雲筝」 （其一） ・ 「番茶」 （其二） ・ 「華
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山のあたりにいるこ が推測できるので、③は 本事詩が日本 百助のために作られたと 説を否定する根拠にもなる。　
②と同様に、③に描かれる女性像からも他の蘇曼殊作品






著作に拠る）が考えられるが、彼女は香港に住んでいたというので場所的には合致しない。　「本事詩」に登場する女性は右に見てきたように実態がつかめないところがある。そもそも女神ウシャスのようであると 、サンスクリットもしくは英文で書かれた「多情書」を解し、則天武后がしたように「石榴裙」を恋人に贈るなど、 「本事詩」の女性像は才色兼備に過ぎて現実離れした印象が 。これに関して周作人が興味深い見解を示している。







































































































したときのことを詠じたもの（注８参照）であり、⑥とは詠じられている対象が違う。よって、長年の修行も無駄になったと涙するのは、母親と再会した為 こ なる。また、自注には、 「余れ出家して剛に九年」とある。 「九年面壁」が実数であ ば、出家の年にも異同が生じる。まったく同じ言葉を用いた句でも、詩題や他の句との組み合わ
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インたちにその性格が受け継がれているものもある。甚だしいのは、⑦のように生き別れた母親との再会という一大事さえ、⑥では一女性との恋愛事に転化させている。彼にとっては、そのデリケートな出自さえも自己の文学に花を添える演出の一環でしかなかった かもしれない。 「修辞上の重複」という現象 曼殊がこうしたことを平然 行える性格の持ち主であることを象徴している。そして、この性格が、己 経歴さえも文学の好材料として用い、時には潤色も厭わない、特殊な文学観を形作っているといえる。
三、蘇曼殊とバイロン





































































いた異母姉のオーガスタも名を連ね た」といい、 「このアナベラとの関係、オーガスタとの関係は、 れ以後のバイロン作品の中で幾度となく繰 返されるテーマとなる」という。　
蘇曼殊作品には何人もの女性が登場する。しかもそのほ
とんどが主人公に心を寄せている。 「本事詩」におい も複数の女性像が確認でき 。バイロン の共通点として特に注目したいのは、親族の女性との関係（曼殊〔小説の主人公〕―従姉静子・バイロン―異母姉オーガスタ）である。
バイロンの『貴公子ハロルドの巡礼』の一部について、笠原氏は「作者バイロンの思わせぶりな自己虚構化。以後５５連まで、異母姉オーガスタに言及している、と作者のスキャンダルを知っている当時の読者が考えることを計算して書かれている」 （四十一頁）と注する。こうしたバイロンの作詩法は、曼殊のそれと酷似する。 「本事詩」は、そこに語られた種々の女性像から、 断鴻零雁記』に登場する女性たち（特に静子）や日本で馴染みになったことを仄めかせる歌妓百助を読者に連想させる思わせぶりな構成であった。　
以上の共通点を見ると、特に作品の構成において蘇曼殊
がバイロンの影響を受けてい ことが窺える。⑧に「命は糸の如し」とあったり、訳詩集『潮音』 は 年表が付されていたり（飯塚氏著書三五〇頁） 、劉半農に与えた手紙に『
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⑨の場面は①の母子再会の場面を彷彿とさせる。⑩は④







ば、 「本事詩」は制作後まもなく友人たちに寄せられたという（注６参照） 。その友人である柳亜子・高天梅との交流が始まったのが一九〇六年、蔡哲夫とは一九〇九年であり、 「本事詩」 制作年と間がない。それな ば、この連作は友人たちへの自己紹介を兼ねた詩作 ったというとができる。しかし、紹介されたの 、ただの平凡な人物の見聞録 はない。何らかの悲劇的人生と多くの女性たち
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との関係をほのめかす小説的な人物として、理想化された蘇曼殊像であった。英国詩人バイロンへの共感と憧憬がそうさせたのだといえる 「修辞上の重複」 いう特徴からも分かるように、曼殊はこうした自己演出を行うことができる人物でもあり、それ 肯定する文学観の持ち主でもあった。　
柳亜子・高天梅・蔡哲夫は「本事詩」の和詩を作ってい


















































　「春病懕懕」 、 「愛河恨海」 、 「纏綿情話」 、 「盪気廻腸」 、
「不恋佳人更恋誰」など、恋愛を詠った詩であることは明らかである。この和詩による友人たちの反応は曼殊にとって予想以上のものであった。 「本事詩」の全篇が日本の女性との往来を描出したものと見做されていた である。来なら出生に関するような重大事は正 なければならないしかし、曼殊はそれを曖昧なままにしておける 物であった。むしろ こ 友人たちの反響は作家として注目を集めるのに都合の良い事であっ に違い い。そこで、曼殊は本来の制作意図を敢え 告げることはせずに、友人たちが「本事詩」によって解釈した蘇曼殊像をそのまま受け入れたのである。そして、その蘇曼殊像は後 『断鴻零雁記』の主人公に反映されていった。言うなれば、 「本事詩」は後の自伝的性格を持つ作品の雛型になった作品な である。　
自伝的作品とはいえ、このような性格の曼殊であるから、
事実に関しては必ずしも全幅 信頼は置けない。②などは日本の女性から恋慕を寄せられているように描い いるが、これは妓女の客を放さぬための媚であったであ う 推測できる。曼殊は日本語が不得手 ったという証言もある（飯塚氏著作二八五～二八七頁参照） 。そんな彼が、日本の女性と心を通い合わせられたとは考えにくい 詩や筆記に
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2）飯塚朗『断鴻零雁記―蘇曼殊・人と作品』 （平凡社、一九七二。以下、飯塚氏著書と略称） 、及び、裴效維校点『蘇曼殊小説詩歌集』 （中国社会科学出版社、一九八二） 「前言」 。
（
3）光緒三十三年 一九〇七）七月、日本から劉三に宛てた手紙（ 『全集』第一冊、一八八～一九〇頁）に拠る 、祖父母と撮った写真・母親と撮った写真・姉の写真と共に絶句一首を劉三に送付している。飯塚氏はこの写真が河合若の姉仙とその父母（曼殊の外祖父母）と撮ったも であると見做している（飯塚氏著書二八二～二八 頁。なお この写真は『全集』第四冊にも掲載されてい 、祖父母と母と思しい人物は和服を着ている） 。また、柳亜子「蘇和尚雑談」 （ 『全集』第五冊所
収）に、 「劉三曾因血統問題、提起質問、曼殊含糊其詞（劉三はかつて血統の問題に関して質問を投げかけたが、蘇曼殊は言葉を濁していた） 」 （一八三頁）とある。
（




6） 「対於曼殊研究草稿的我見」 （ 『全集』第四冊所収）に、 「曼殊『本事詩』 脱稿後即分寄友朋、我和高天梅・蔡哲夫都有和作。……這的確是一九〇九年上半年的事情（蘇曼殊の『本事詩』 は、書きあがってすぐに友人たちに配られた。わたしのほか 高天梅・蔡哲夫に唱和した詩がある。……これは間違いなく一九〇九年前半のことだった） 」とある。
（
7）邵盈午注『蘇曼 詩集』 「本事詩」 題解（三 ～三十九頁）を参照。なお、邵氏は「本事詩」が百助のために作ら たものと解釈している。
（




























14）自注に、 「昔人詩云、 『不信比来長下涙 開箱重検石榴裙』 」とある。こ 詩は、 『如意君伝』では則天武后が別れた恋人薛敖曹に贈った詩となっている。
（
15）曼殊文中講百助・静子有幾点相合 這 修詞上的重複 大抵老和尚心目 有一種理想的美人、在文章裏描写出意中人的
時候、総用這一套話、不問本人是甲是乙。 ……但女郎・梵文・詩画（以及八宝飯？） 都是和尚所心愛的、遇有機縁便要拉攏在一起、那麼調筝人之於『沙恭達羅』 、静子之於『波弥尼八部書』 、都正是曼殊満他心願的昼夢、我們看了微笑覚得有趣（ 「曼殊与百助」 『全集』第四冊所収） 。
（
16）③の女性像は静子像にも通じる。静子は漢文・サンスクリットに通じた才女として描かれている。また、 『断鴻零雁記』第十二章 おいて、静子は唐人の「羅浮」詩を引用して小田原の山の気候を羅浮山に擬え いる。
（
17） 「余嘗作『静女調筝図』 、為題二十八字、並録（倪）雲林高士『柳梢青』一闋、以博百助眉史一粲」 （ 『全集』第一冊 一六三頁 とある。この「静女」が「百助 な かは分からない。
（
18）出家に関して、飯塚氏は 潮音跋」 疑問を呈し、柳亜子の年譜に拠って一九〇三年の冬、曼殊二十歳のことと ている（飯塚氏著書二九二・三三九頁
（
19）就有劉三来質問曼殊、……「我們向来知道你是半個中国半個日本人、但照飛錫的文章講起来、你変了一個完全的日本人了、究竟是怎麼様一回事呢。你須宣布真相才好」 。曼殊回答他、 「這不成什麼問題、馬馬虎虎就算了」 （柳亜子『蘇曼殊年譜及其他』所収「対於飛錫潮音跋 意見」 、北新書局、一九二七） 。
（







22） 『断鴻零雁記』 一章や「潮音跋」などに見える言葉。この「恫しみ」については、血統問題、養母などにたいする怨みなど、さまざまな解釈が付与されている。飯塚氏著書 も言及がある（二九三・二九六～二九八頁） 。このほか、日野杉匡大「蘇曼殊『断鴻零雁記』考―『言い難き恫み』を中心に」 （ 『饕餮』第二十三号、二〇一五）がある。

（宇都宮大学非常勤
講師）
